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PPD-s及び OTによるツベルクリン反応の比較

川村繁市

(北海道大学医学部衛生学教室)

1. まえがき

ツへルタリン反応は結核感染に関する予防及び診断に

大きな役割りを果してきた。しかし近年ツ反応の頻回の

実施や BCG接種の普及により，現行の2，000倍ツベル

クリン液(以下OTと略す)の反応では判定上種々の問題

が提起きィれ，精製ツベルタリン(以下 PPD-sと略す)に

よるツ反応の検討が進められてきた。室橋，前田等 (1)

は 0.06rの PPD-sとOTではRatioイ直からみて PPD-s

の方がやや力価が高いが，両者の発赤の大きさの度数分

布曲線，t平行関係にあると述べ，叉岡田，西川等(2)はL、

わゆる見えにくい反応の出現率が PPDに少いことを報

告している。そこで我々も両ツ液による反応を検討する

ため，北海道某小都市において同一対象に荷液を同時に

接種しその結果を比較したc

11. 研究方法

1 ) 対象: 北海道中央部に位置する T市の小学生の

中よりツ反応初回部位に接種する群(209名)と，常用部

{立に接種する群 (162名)を研究対象として抽出した。

2，1 ツベルタリン液:使用したツ液は日本 BCG製造

株式会社製2000倍稀釈液(Lot.1032)及び国立予防衛生

研究所より譲渡された PPD-s0.05，10.1 mPである。

3) 注射部位:ッ反応初回部位実施群については左腕

屈側面の下1/3の部位に PPD-s0.05 r，右腕屈側面の

下 13の部位に OT0.1 mPを正確に注射した。又ツ反

応常用部位実施群については対象をご群に分け PPD-s

0.05 rとOT0.1 mt'を左右交互にL、ずれも前腕中央部

に接種した。

4) 側定法:ッ反応実施後24時間及び 48時間で測定

し藷赤・硬結・三重発赤・水泡及びいわゆる H反応-

P反応 .K反応・うすい反応も併せて記載した。

III. 研究成績

A. ツ反応初回部位実施群

1) PPD-sと OTの力価の比絞

PPDベと OTの力価を発赤の Ratio値によって比較

すると 0.96となり柳沢・浅見等仰判例のいう等カ価

値1.OO::!:O. 05に従えば殆んど等力価と考えられる。

2) PPD-s及ひ OTの発赤径の度数分布

両液接種による 48時間後の発赤径の度数分布(%)は

第 1図に示すごとく， 4~6mm および 14~16mm を頂

点とする二峰性の曲線となるが， 4~8mm の部分では

PPD-s の曲線が OT の曲線よりも低く，且つ 8~ lO mm

の部分にある谷が PPD→の方に深くなる傾向が認めら

れた。

第 1図 ツ反応初回部位における発赤度数分布(必)
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3) PPD-s及び OTの陽性率
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現行ツ反応判定基準による陽性率は PPD-s68.4 fjt5. 

OT 67.5%で両者間に有意の差は認められなかった。

4) PPD-s及び OTの硬結径の度数分布

両液の反応の硬結径度数分布(%)は第2図に示すごと

く， PPD-sでは硬結径の小さいものから大きいものまで

全般にわたって略同様に分布しているが， OTでは硬結

径の小さいものが多L、。又 PPD-sは OTに較べ硬結径

が 12mm~14mm より大きいものもよく触れる傾向が

見られた。

5) PPD-s及び OTの硬結触知率

両液による 6mm以上の硬結触知率は PPD-sで 28.2

%， OTで 24.9%で両液の問に有意の差は認められな

かった。
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第2区i ツ反応初回部位におげる硬結度数分布(~6')

品 (48時間)
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B. ッ反応常用部位実施群

i) PPD-sとOTの力価の比校

PPD-sとOTの力価を発赤径の Ratio値で比.!0:する

と 0.99となり殆んど等力価と考えられる。

2) PPD-s及び OTの発赤径の度数分布

両液による発赤径の度数分布(96')は第3図に示すごと

く， 24時間値， 43時間値ともに二峰性の曲線をえがき，

持に 8~ lO mm の部分では， PPD-sの曲線が OTの曲

線より深い谷をつくる傾向がうかがわれた。

第3図 ツ反応常用部位における発赤度数分布(タ)

品 (48時間)
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3) PPD-s及び OTの陽性率

現行ツ反応判定基準による陽性率はPPD-s，OT共に

i2.8%であった。

4) PPD-s及び OTの硬結径の度数分布

両液による便結径の度数分布は第4図に示すごとく PPD

ベの方に硬結径の大きいものが多い。叉PPD-sは OT

iこ絞べ 10mm~12mm より大きいものもよく触れる傾

向が見られる。

第 4図 ツ反応常用部位におげる硬結度数分布 (~6)
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5) PPD--s及び OTの硬結触知率

問液による 6mm以上の硬結触知率はPPD、:25.9，t:?6， 

01'で 17.9f~ で両液問に有意の差は認められなかっ

7ニ。

6) 判定時、間による比較

24時間の判定値と 48時間の判定値とが発赤径度数分

布を比絞トると第5図のごとく，21時間値ではPPD-sで

第 5~1 ツ反応常用部位におげる発赤度数分布lp占j
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これは室係，前田等の奄美大島における成績と同様の傾

向を示している。又常用部位においても陽性率，発赤度

分布は両i夜間に著しい差はなく， 8~ lO mm の部分で

PPD-sの方がOTより深い谷をつくる傾向が見られたc

3) 硬結の触知率については初回部位，常用部位共に

PPD-sの方がOTよりよく触知された。しかしPPD、.

OTとも 6mm以上の硬結をもって陽性とした場合，現

行のlOmm以土の発赤径をもって陽性とする場合に絞

べかなり陽性率が低L、。これは室橋等(6)のいうごとく，

硬結の触知について判定者の個人差が相当入るものと思

われ発赤値を指標とする現行基準による方が誤差が少い

ように思われる。

4) ツ反応常用部位にしばしば見られる，いわゆる P

反応， K反応，うすい反応等は岡田，西川等の報告にあ

るごとく， PPD-sに明らかに少し、。これはツ反応判定と

極めて有利な点と考えられる。

5) ツ反応常用部位に見られる促進現象は PPD-~ ，

OT共に観察され， 24時間値の方が

48時間値に比し強い反応を示した。

即ち 48時間値では反応がやや消退 L

てゆく傾向にあり，判定上種々の誤差

が入り易L、ことを示している。このた

めツ反応の判定において，より正確を

期するためには初回部位へ接種するこ

とが必要と思われる。

6) 胸部 X 線所見とツ反応強度と

は比較的平行しているもののごとくで

ある。なお有所見者で疑陽性はOTに

おいてム名をみとめたが PPD-sにお

いては皆無であった。

(本論の要旨は第 12回北海道公衆符

生学会において発表した)
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6'"'-'8 nl111及び ltl111nlを頂点とする二峰性の曲線を画く

が， 48 時間値では PPD-s で 6~8mm 及び 16~18mm ，

OT で 6~8 mnl 及ひ 14~16mm を頂点とする二峰性の

曲線を画き， 48時間値では24時間値に較べ赤発径の小

さい方に度数分布がかたよる傾向が見られた。叉陽性率

は24時間値 PPD-s79.l5?6， OT 74.7 %， 必時間値

PPDに， OT共に 72.8%で反応が24時間値の方に強く

現われている C

71 見えにくい反応の出現率

ド反応， K反応，うすい反応など判定土誤りをおかL

易い反応の出現率は PPD-s16.1タ， OT 39.5;16'で有

意の差ーをもって PPD-sの方に低い。

日 レントゲン所見とツ反応強度との比較

ツ反応の強さとレントゲン所見の有無との関係、は第1

表のごとく比絞的平行しているもののようで、あったが，

OTでl土)のものの中から肺門腺結核 1名，肺野正:J灰巣

I 名ヵ~t:~，ょうられたて

ツ反応の強度と X線所見

ツ
反
初
回
部
位
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分母はツ反応強度別被検者数

分子ば向上中の有所見者数(

注射部位使用ツ液被検者数
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記;

室橋豊穂・前田道明・山内裕:結核， 32 (4)，三64，

昭和33年

西川量夫:名古屋医学， 76 (1)， 135，昭和33年

拶111.尺謙:ツベルタリン反応， (1955) 

柳沢謙他:結核， 27 (2)，62 

柳沢謙他:結核， 27 (3)， 113 

室橋豊穂他:結核， 33 (9)，639 

文

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

j内はそのタ

IV.結び

今回北海道における学童を対象として PFD-s 0.05 r 

及ひ 2C山}倍OT0.1 msを同時に接種し，ツ反応初回部

位及びツ反応常用部位にお;十る両液による反応を比較検

討U.ニc

1) PPD-s， OTの力価を Ratio11直で比較すると初回

部位0.96.常用部位0.99で，柳沢・浅見等のいう等力

価値 1.1:0土0.05の範囲内にあった。

2) 現行ツ反応判定基準による陽性率は初回部位にお

いてはPPD-s.OTの聞に殆んと差はなく，発赤の度数

分布曲線も平行していた。しかし 8~10mm の部分で

PPD-sの方が OTより深い谷をつくる傾向が見られた。
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